
 

 

 

  

 

 

 

 

1．独立型アプレット（Detached Applet） 

Webブラウザを使わずにCurlアプレットの構築・起動が可能になりました。 

ウェブアプリの世界で、JWS（Java Web Start）のようなアプレットロードツールが無い状態で、OS及びブラウザに依存せずに独立
した形で存在するリッチクライアント技術は初めてです。 

CurlアプリケーションのショートカットをダブルクリックするだけでＷｅｂブラウザを起動せずに瞬時にアプリケーションを起動させる
ことができます。 

独立型アプレット技術の提供でＷｅｂブラウザの制約に捕らわれずにウインドウサイズの制御、同一アプレットのシングル起動の
制御、アプレットの終了制御などが可能になります。 

２．暗号化(Encryption)  

データの暗号化/復号化のために、EncryptStream と DecryptStreamが追加されました。 

選択できる暗号化アルゴリズムは「3DES」、「RC2」、「RC4」です。 

CurlアプリケーションからクライアントＰＣへデータを保存する際も、暗号化APIを用いればプライバシーの保護、情報セキュリティ
の強化を実現することができます。 

これは、アプレットの利便性、操作性を損なわず、既存のウェブアプリケーション/リッチクライアントのセキュリティ対策よりも安全
で、かつ、信頼性を高めたソリューションを提供できるようになります。 

３．署名付きアプレット 

Curlアプレットを署名して配布することが可能になりました。Curlアプレットの署名技術を利用すれば今まで以上に安心してCurlア
プレットをインターネット上からダウンロードできます。 
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¸ Curlアプレットの配布者はエンドユーザに提供しているCurlのアプレットが署名された後に、改竄されて無いことを保証でき
ます。  

¸ エンドユーザは署名されたアプレットがどの配布者からのアプレットかを確認することができ、また、アプレットが改竄されて
無いことも確認できます。  

¸ エンドユーザは署名されたアプレットを特権付きで実行するか、特権なしで実行するか、実行の中止をするかなどの選択が
できます。  

署名付きアプレットはJavaで作成することも可能ですが、Curl独自のセキュリティ仕組みによって、ユーザは自身の環境にあった
設定を選択することができます。 

開発者は開発統合環境Surge Lab IDE V4.0を使えば、手軽に署名付きアプレットを作成することができます。 

【図：署名付きアプレットの実行時イメージ（実際のダイアログ画面と異なる場合があります）】 

 

  
 

４．Shared Libraryのインタフェィース 

外部ライブラリAPIは、OSの共有ライブラリ（WindowsのdllファイルやLinuxのライブラリファイル）をCurlのShared Libraryにロードし
呼び出すことで、クライアントＰＣの機能を利用することができます。 

この新しいAPIを利用して、生体認証/スマートカード認証などにも対応したリッチクライアントソリューションを提供できます。 

５．アプレットへのドラッグアンドドロップ 

WindowsのExplorer/デスクトップからCurlアプレットへファイルをドラッグ アンド ドロップできます。 

ファイルのアップロード画面をHTMLベースで行う場合は、 



 

７．その他の新機能と拡張機能 

¸ 図表や２Dグラフィックスの作成がより簡単になりました。 Shapesコンポーネントを使って任意のダイアグラム、チャート、

ボタンをクリック⇒ファイルの選択⇒ファイルのアップロード 

になりますが、この機能を使うとエキスプローラやデスクトップにあるファイルを直接マウスでドラッグ アンド ドロップすることでＣｕｒ
ｌアプリケーションにアップロードしたいファイルを設定することができます。 

６．標準APIとしてチャート群を提供 

バージョン4.0よりチャート専用のAPIが標準APIに加わりました。 

例えばRecordSet又はConnectedRecordSetを利用して、チャートとデータの連携が手早くコーディングできるようになりました。デ
ータを変更するとチャートが連動して更新するなどはCurlのAPIが自動的にやってくれます。 

バージョン４で提供するチャート 

縦/横バーチャート、縦/横積み上げバーチャート、縦/横折れ線チャート、縦/横エリアチャート、パイチャート、多重パイチャート、
バブルチャート、散布図など。 

さらにオプションを設定すれば、レベル線の追加、ラインチャートとバーチャートの組み合わせ表示を簡単にできる様になります。
レーダーチャートの作成など、高度なカスタマイズもより簡単に出来るようになります。 

図のようなチャート画面なら、わずか35行程度のコーディングで実現できます。 



グラフを簡単に作成できます。 
 
下図のような任意のグラフなら、30行ぐらいのコードで実現可能になります。 

  

¸ 罫線で点線・破線などの線種を追加しました。  
 

 

また、罫線やグラフの枠線を各辺毎にカスタマイズすることが簡単にできるようになります。 

ツリー構造で階層的な情報を表示するする汎用的な Tree Controlを提供します。  

¸ 下の図のようなツリーコントロールが標準APIで用意されています。カスタマイズも自由にできます。  

 
Tab Containerを拡張しました 

 




